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 【 第一次選考審査基準 】 

 

 

１ 提出書類は全てそろっているか。 

                      

        Y E S          N O 

                         審査対象外 

 

 

２ 提案見積額は提示額を下回っているか。 

 

        Y E S          N O 

                         審査対象外 

 

 

３ 参加資格要件を全て満たしているか。 

 

        Y E S          N O 

                         審査対象外 

 

 

４ 参加制限に抵触する項目はないか。 

 

                Y E S                   N O 

                                                  審査対象外 

 

第二次選考へ  



 

【 第二次選考審査基準 】 

 

１ 受託予定者の選定方法について  

 (1) 受託予定者については、提出された提案書（様式５～11）及び提案見積書 

（様式12）並びにヒアリングの実施により、提案書評価表に基づき評価した 

各項目の合計点が最も高い者に決定する。ただし、次の条件を満たすことを

前提とする。  

【前提条件】  

・仕様書で示す各業務を十分理解している。  

・令和７年３月末までに引継ぎ・研修等を行い、４月の給食開始日には、 

確実に給食を提供できる。  

 

(2) 最高得点者が２者以上あった場合は、提案見積金額が最も低い者を受託 

予定者とする。それでも受託予定者が決定しない場合は、くじ引きにより 

受託予定者を決定する。 

 

 

２ 評価のポイント   

評価点 判 断 基 準 

５点 
創意・工夫があり、特に効果的な内容

である。 
期待レベルを大きく上回る。 

４点 ↓ 期待レベルを上回る。 

３点 平均的な内容である。  

２点 ↓ 期待レベルをやや下回る。 

１点 

指定した記述項目が網羅されていない

か、網羅されていても不適切な記述内

容である。 

期待レベルを大きく下回る。 

 

 

 

 



 

 

提案書評価表 

様式 提案項目 評価項目 配点 

５ 施設給食に関する提案書 ① 老人福祉施設において、食事を提供す 

  ることに対する会社の運営方針、取組 

  姿勢 

② 個別対応について(食形態、嗜好、治 

  療食等) 

③ 施設行事における、行事食の提供への 

  協力体制 

30 

６ 衛生管理体制に関する提

案書 

① 衛生管理体制について(衛生管理に関 

  するチェック方法、報告・管理体制 

  基準、マニュアル等) 

② 調理従事者等の健康管理体制について 

15 

７ 食材の調達方法及び安全

性の確保に関する提案書 

  食材の調達先の選定方法及び配送方法 

  や保管管理体制について 
５ 

８ 災害発生時や調理従事者

の確保に関する提案書 

① 災害発生時(非常時)の食材調達と調理    

  従事者を確保する体制 

② 調理従者の休暇等における交代要員の  

  確保について 

15 

９ 調理業務受託実績につい

て 

  過去３年以内の県内における老人福祉 

  施設の調理業務受託実績を列挙 
５ 

10 労働安全管理及び問題発

生時の対応策に関する提

案書 

① 業務の指揮命令系統及び労働安全衛生  

  管理体制について 

② 調理業務の安全衛生や調理技術向上に  

  関する教育や研修について 

③ 問題発生時(異物混入や食中毒等)の対   

  応策について 

20 

11 地産地消への取り組みに

関する提案書 

  三条市における地産地消の取組に対す

る市内業者の食材の仕入れについて 
10 

12 提案見積書 ｛１－（提案額／」委託料の上限額）｝×100 

 ＊上記計算結果の小数点以下は、四捨五入

とする。また、計算結果が 20点以上の

場合は 20点とする。 

20 

 合  計  120 



 

第二次選考審査実施要領 

 

１ 趣 旨 

第一次選考に合格した事業者による提案書に基づく補足説明及び質疑応答

の機会として、プレゼンテーション及びヒアリングを実施する。 

 

２ ヒアリングの内容 

(1) 提案書の内容に関するプレゼンテーション 

 (2) 提案内容の補足説明 

(2) 提案書、プレゼンテーション及び補足説明に関する質疑応答 

 

３ 日 程 

令和６年12月下旬 

  ※ 開催日時等の詳細は、別途通知する。 

 

４ 時 間 

プレゼンテーション及びヒアリングは、原則30分間とする。 

【概ねの時間配分】 

(1) プレゼンテーション及び補足説明 15分程度 

(2) 質疑応答 15分程度 

 

５ 出席者 

ヒアリングに出席する提案者は３名までとする。 

 

６ 機器等 

説明用のＰＣ等必要機器は、提案者が準備するものとする。 

（※プロジェクター、スクリーン及びケーブルは当組合で用意する。） 

 

 


